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事務局から

北　　区 上 京 区 左 京 区

井坂 博文
☎︵₄₁₁︶₈₆₉₃

玉本なるみ
☎︵₇₂₃︶₃₆₈₉

くらた共子
☎₀₈₀︵₁₄₈₆︶₇₃₀₄

加藤 あい
☎₀₉₀︵₅₀₉₈︶₉₁₂₇

とがし 豊
☎︵₇₇₁︶₇₈₄₇

ひぐち英明
☎₀₉₀︵₉₁₁₆︶₆₄₉₃

右 京 区 中 京 区 下 京 区 山 科 区

ほり 信子 
☎︵₈₇₂︶₉₂₈₂

山田こうじ
☎₀₉₀︵₃₉₇₀︶₄₇₀₁

平井 良人
☎₀₉₀︵₆₅₅₇︶₄₇₄₀

かまの敏徳
☎₀₉₀︵₉₅₄₆︶₂₇₆₃

鈴木とよこ
☎₀₉₀︵₁₅₈₈︶₃₆₀₀

山本 陽子 
☎︵₅₉₅︶₈₃₄₂

西 京 区 南 　 区 伏 見 区

河合ようこ
☎︵₃₉₂︶₃₅₄₆

井上けんじ
☎︵₆₉₁︶₃₃₂₃

森田ゆみ子
☎₀₈₀︵₅₇₀₂︶₀₁₆₆

赤阪　 仁 
☎︵₆₃₁︶₇₅₀₅

西野さち子
☎︵₅₇₁︶₅₇₃₁

やまね智史 
☎︵₆₂₂︶₂₀₀₉
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新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
国

の
支
援
が
あ
ま
り
に
も
小
規

模
で
遅
く
、
議
員
団
の
「
お

困
り
ご
と
相
談
電
話
」
に

は
、
連
日
悲
鳴
の
よ
う
な
相

談
が
相
次
ぎ
、
計
３
０
０
件

以
上
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
発
表
さ
れ
た

「
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
」、
耳
を
疑

い
ま
し
た
。
安
倍
総
理
の
周

辺
に
は
、
止
め
る
人
は
誰
も

い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

忖
度
し
て
反
対
で
き
な
か
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
本
当
に

み
ん
な
が
い
い
施
策
だ
と
思

っ
て
い
た
の
か
、
ど
ち
ら
に

し
て
も
背
筋
が
寒
く
な
る
よ

う
な
思
い
で
す
。

　
さ
ら
に
、
持
続
化
給
付
金

や
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
な
ど
で
は
、
再
再
再
委

託
に
よ
る
中
抜
き
や
莫
大
な

委
託
費
が
大
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く

の
国
民
が
苦
し
ん
で
い
る
、

こ
ん
な
状
況
で
も
税
金
を
食

い
物
に
し
よ
う
と
す
る
大
企

業
と
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る

安
倍
政
権
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

収
束
に
は
数
年
か
か
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
倍

政
権
は
一
刻
も
早
く
終
わ
ら

せ
な
け
れ
ば
と
強
く
決
意
し

て
い
ま
す
。 

（
桑
島
良
生
）
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19行動（5月19日）

新型コロナウイルス感染症に関する第4次申し入れ（5月18日）
※6月22日には、第5次申し入れを行いました
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特別定額給付金

中小企業等緊急支援
補助金の充実

伝統産業支援

京都市文化芸術活動
緊急奨励金の充実

雇用調整助成金 地方創生
臨時交付金の増額

声をあげれば政治は動かせる
　

市
民
の
声
を
力
に

 

一
歩
一
歩
改
善
！

学
校
再
開
に
あ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
心
の

ケ
ア
と
学
び
の
保
障
、
安
全
の
た
め
の
緊
急

申
し
入
れ
（
６
月
５
日
）
を
行
い
ま
し
た
。

◦�

一
ク
ラ
ス
20
人
程
度
の
授
業
が
行
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と

◦�

教
職
員
・
学
習
支
援
員
の
抜
本
的
な

増
員

◦�

子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
を
考
慮
し
、

学
習
指
導
要
領
の
弾
力
化
、
過
重
な
授
業

時
間
と
な
ら
な
い
よ
う
に
精
査
す
る 

 

な
ど

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
国

民
の
健
康
、
く
ら
し
、
生
業
に
対
す
る
安
倍
政
権

の
支
援
は
、
あ
ま
り
に
も
遅
く
、
貧
弱
で
、
国
民

の
中
に
不
安
と
怒
り
が
一
層
広
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
活
用
で
き
る
制
度
紹
介

の
ビ
ラ
を
４
月
、
５
月
と
２
度
発
行
し
、
み
な
さ

ん
か
ら
の
電
話
相
談
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
３
０
０
件
を
超
え
（
６

月
５
日
時
点
）、
み
な
さ
ん
の
切
実
な
声
を
も
と

に
議
会
論
戦
や
第
４
次
申
し
入
れ
（
５
月
1₈
日
）

を
行
い
、
国
、
府
、
京
都
市
の
政
治
を
一
歩
一
歩

動
か
し
て
来
ま
し
た
。

新型コロナ対策に万全な支援を

京都市会議員団

京都府会議員団
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日本共産党府会議員
団は上記の見解を発

表しました。

日本共産党市会議員
団は上記の見解を発

表しました。

2020年5月号

京都市内版オモテ

党議員団は、さらなる
支援の充実を求めてい

ます

　新型コロナの影響が
長期化する下で、暮

らしと営業への

補償、医療・検査への
支援を抜本的に拡充

することが求め

られています。安倍
首相も、世論と運動

に押されて、家賃

負担の軽減や雇用調
整助成金の拡充、ア

ルバイト学生への

支援、ＰＣＲ検査セン
ター設置などを表明し

ました。

　日本共産党は、第
２次補正予算を速や

かに編成し、これ

らの「追加措置」を
ただちに実行するよ

う求めています。

京都府・京都市でも
４月に補正予算が成

立しましたが、制

度の対象から外れた
みなさんの救済を含

め、長期化を見据

えた追加の施策が必
要です。その実現に

向けて、引き続き

奮闘します。

●医師が必要と判断
したすべての人がＰＣ

Ｒ検査が受けられるよ
う、検

査体制の拡充、保健所
体制の強化を図ること

。

●病床確保のための
財源措置、医療資器材

の確保と安定供給、地
域医

療を支えるすべての医
療機関への支援を行う

こと。

●京都府の「休業要請
対象者支援給付金」に

、京都市独自に上乗せ
支

援を。
●一律10万円の定額

給付金を早急に給付
すること。申請が困難

な方

への支援を強めること
。

●影響を受けているす
べての中小企業・小規

模事業者・フリーラン
スを

救済できるよう、給付
金・補助金の拡充を。

家賃補助など固定費
への

支援を。

●介護、障害福祉や保
育などの事業所への

支援を。

●文化芸術活動緊急
奨励金の拡充を。

●休校中の児童・生徒
に対して、ＩＣＴ等を活

用した教育権保障を格
差な

く行うとともに、科学
的な感染防止対策や

保護者・本人の同意を
前

提に、様々な形での登
校に特別の努力を払

うこと。進路選択を控
え

た中学３年生、高校３年
生への学習支援を。

●アルバイト減少等の
影響を受けた大学生な

どへの支援を。

●国に対して自治体
への十分な財源保障

を求めつつ、不要不急
の事

業の中止・見直しを行
い、市民への支援策を

拡充すること。

●支援制度をわかりや
すく発信すること。総

合的な窓口設置など
相談

体制の強化を。

●自粛要請等の解除
の基準と根拠を示すこ

と。
感染拡大防止のために

も「自粛と補償」は一体
で

京
都
市
へ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

申
し
入
れ
を
行
う
党
市
議
団

感染が心配な方はまず
電話

※かかりつけ医等の判
断により、「京都検査セ

ンター」（府内５カ所を
予定）でも

ＰＣＲ検査が受けられま
す

専用相談窓口【24時
間対応】075-222-3421

かかりつけ医　　に☎し
、症状の相談を

日本共産党議員団にも
相次ぐ相談

熱があるのに、
ＰＣＲ検査が
受けられない

収入が激減。
生活できない。
廃業しかない

バイトが
キャンセルで
学生生活
送れない

医療・検査体制の強
化

情報発信、相談体制
充実

定額給付金（10万円）の申
請、給付は？

京都市のコールセンタ
ー ☎0570-074-42

8

●６月上旬「申請書送
付開始」 ●６月中旬以

降「給付開始」

●新型コロナ危
機打開

●自粛と補償は
一体で

初診
OK

▶支援制度は裏面で
紹介

ご意見・ご要望をお寄
せください。

一人あたり10万円一律給付
◦�日本共産党や国政野党が４月当初から求めて
きたもの。安倍政権の当初案、１世帯30万円
給付は条件が厳しく対象が狭い。不公平だと
転換させた国民世論の画期的な成果

当初予算10億円。
◦�申請数1万件を超え
総額25億円に増額し満額支給へ

医療機関への支援
◦�帰国者・接触者外来医療機関
に300万円。陽性患者を受
け入れた医療機関に入院患者
１人当たり30万円の支援 ◦�販路拡大、後継者育成

（人件費の1/2補助）

当初予算5000万円。
◦�申請数1000件を超え、
総額3億円に増額し満額支給へ

PCR検査体制の拡充
PCR検査センター
府医師会が、府内５カ所、内京都
市内に４カ所（ドライブスルー方
式）設置。市独自にさらに１カ所
設置
◦�希望する妊婦にはPCR検査の
費用の助成実現（上限２万円）

正規１日8330円
⇨ １日１万5000円まで
引き上げ
◦手続きが複雑⇨簡素化
◦労働者も申請できることに

当初全国で1兆円
⇨3兆円に増額させる
◦�休業要請の協力金には
使えない⇨使える制度に

国の制度でも

京都市の制度でも
学生支援
国の制度
◦�学生支援給付金
　�アルバイト収入が大幅に減少し
た学生で大学が必要性を認めた
者に最大20万円支給
◦�住居確保給付金
　�親からの支援を受けられない学
生も可。留学生も可
京都市の制度
◦�キャンパスプラザ京都にWi-Fi
が利用できる学生の学習スペー
ス開設（１日最大150人分）
◦�学生スタッフ雇用（週１～３日
程度勤務、30～50人）
◦�学校部活支援アルバイト100人

アルバイトが
キャンセル。
大学も休校。

帰省もできない

熱があるのに
PCR検査が

受けられない

給付金コールセンターに
何回電話をしても

つながらない
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くらた 共子 議員

くらた共子議員は、5月22日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に 

つ
い
て

　
診
療
・
検
査
体
制
充
実
で�

　「
医
療
崩
壊
」
を
防
げ

　
く
ら
た
議
員
は
、「
実
際
の
感
染
者
は
発
表

数
値
の
少
な
く
と
も
10
倍
以
上
、
検
査
数
を
抜

本
的
に
引
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
専
門
家

の
指
摘
を
紹
介
。
公
的
病
院
に
「
発
熱
外
来
」

を
設
置
し
、
検
体
採
取
か
ら
検
査
ま
で
行
え
る

体
制
を
と
る
こ
と
、
か
か
り
つ
け
医
の
感
染
防

護
対
策
、
衛
生
環
境
研
究
所
の
検
査
受
け
入
れ

件
数
増
加
の
た
め
の
体
制
補
強
、
民
間
検
査
機

関
へ
の
協
力
要
請
、
集
約
化
し
た
保
健
所
を
元

の
全
行
政
区
単
位
に
戻
す
こ
と
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
発
熱
外
来
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま

る
教
訓
が
あ
っ
た
な
ど
と
答
弁
。
帰
国
者
・
接

触
者
外
来
を
通
し
た
検
査
と
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

に
と
ど
ま
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
が
、
検
査
体

制
は
拡
充
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。
保
健
所
に

つ
い
て
は
集
約
化
し
た
こ
と
で
高
度
・
機
能
的

に
対
応
し
て
い
る
と
強
弁
。
行
政
区
に
戻
す
こ

と
は
否
定
し
ま
し
た
。

　
全
て
の
医
療
機
関
へ
の
支
援
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
医
療
現
場
で
医
療
用
マ
ス

ク
、
防
護
服
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
や
消
毒
液

な
ど
感
染
防
護
品
が
不
足
し
、
安
心
し
て
医
療

に
あ
た
れ
な
い
状
況
だ
と
指
摘
。
京
都
府
と
連

携
し
て
必
要
数
を
把
握
し
、
市
内
企
業
な
ど
で

の
生
産
と
供
給
を
進
め
る
こ
と
、
財
政
措
置
を

国
に
求
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
ま
た
多
く
の
医
療
機
関
で
、
外
来
の
縮
小
や

入
院
調
整
、
受
診
手
控
え
で
診
療
報
酬
見
込
み

が
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
国
に
よ
る
全
額
補

填
と
市
と
し
て
の
補
助
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
全
て
の
医
療
機
関
で
経
営
上
の

影
響
が
生
じ
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し

た
が
、
感
染
者
受
け
入
れ
医
療
機
関
以
外
の
多

く
の
医
療
機
関
に
対
し
て
は
、「
支
え
合
い
基

金
」
創
設
で
支
え
る
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

　
介
護
・
福
祉
事
業
所
の
支
援
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
介
護
・
障
害
な
ど
の
現
場

で
は
、
感
染
を
受
け
な
い
こ
と
、
感
染
の
媒
体

と
な
ら
な
い
こ
と
に
神
経
を
使
い
大
変
な
苦
労

が
あ
る
と
述
べ
、
サ
ー
ビ
ス
が
寸
断
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
自
治
体
と
し
て
の
措
置
と
、
国
に
財

政
支
援
を
求
め
る
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

　
国
保
の
傷
病
手
当
・
保
険
料
減
免
に

　
つ
い
て

　
く
ら
た
議
員
は
、
国
保
の
傷
病
手
当
は
大
き

な
一
歩
と
述
べ
た
上
で
、
自
営
業
者
・
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
も
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
り
収

入
が
絶
た
れ
る
と
い
う
実
態
は
同
じ
で
あ
り
、

対
象
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
保
険
料
減
免

に
つ
い
て
は
、
１
カ
月
の
減
収
で
判
断
し
、
簡

易
な
申
請
様
式
と
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、
自
営
業
者
や
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
は
「
持
続
化
給
付
金
」「
中
小
企
業
緊
急

支
援
補
助
金
」
の
支
援
が
あ
る
と
拒
否
し
ま
し

た
が
、
国
保
料
の
減
免
適
用
に
つ
い
て
は
、
収

入
減
少
が
著
し
い
月
の
収
入
状
況
を
も
と
に
判

定
す
る
と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
学
生
・
若
者
の
支
援
に
つ
い
て

　
く
ら
た
議
員
は
、
下
宿
や
自
活
し
な
が
ら
学

ん
で
い
る
学
生
の
実
態
は
深
刻
だ
と
指
摘
。
学

生
の
５
人
に
1
人
、
京
都
で
は
４
人
に
1
人
が

退
学
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
を
示

し
、
学
生
の
実
態
に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
を

質
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
大
学
生
等
の
生
活
実

態
調
査
を
行
い
、
相
談
体
制
の
強
化
、
生
活
支

援
、
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
奨
学
金
の
返
済
免
除
と
、
継
続
的
な
家

賃
補
助
や
独
自
の
給
付
制
奨
学
金
の
創
設
を
行

う
と
と
も
に
、
学
費
の
値
下
げ
を
国
に
迫
る
べ

き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
多
く
の
学
生
が
経
済
的
困
難
や

不
安
を
抱
え
て
お
り
、
安
心
し
て
学
ぶ
環
境
の

維
持
充
実
は
重
要
な
課
題
と
の
認
識
を
示
し
ま

し
た
。
支
援
策
を
周
知
し
、
わ
か
も
の
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
で
幅
広
い
相
談
に
対
応
し
て
い
る

と
答
弁
す
る
一
方
、
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は

国
や
府
の
施
策
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
西
陣
織
物
織
機
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
担
え
る
産
地
唯
一
の
機
料
店
が
閉
店

を
表
明
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
産
地
に
お
け

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
職
人
の
後
継
者
育
成
と
必
要

物
品
の
調
達
供
給
の
仕
組
み
を
要
求
。
展
示
会

も
中
止
、
下
職
の
仕
事
は
止
ま
り
、
厳
し
い
現

実
を
突
き
つ
け
ま
し
た
。
持
続
化
給
付
金
等
の

必
要
な
手
続
き
の
た
め
、
市
と
し
て
特
別
な
対

策
を
と
る
こ
と
、
伝
統
産
業
の
特
性
に
応
じ
た

支
援
制
度
を
検
討
せ
よ
と
迫
り
ま
し
た
。

　
産
業
観
光
局
長
は
、
西
陣
織
工
業
組
合
と
共

に
、
後
継
者
育
成
、
道
具
類
の
代
替
品
開
発
を

進
め
て
い
る
と
述
べ
、
持
続
化
給
付
金
も
関
係

団
体
と
連
携
し
、
伴
走
型
の
支
援
に
努
め
る
と

約
束
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
の
創
出
に
つ
な

が
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
う
と
答

弁
し
ま
し
た
。（
５
月
補
正
第
２
弾
で
、
支
援

事
業
が
提
案
さ
れ
た
）

　
く
ら
た
議
員
は
、
要
介
護
認
定
・
給
付
事
務

を
民
間
企
業
に
委
託
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
事

務
の
遅
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
等
の
早
急
な

解
決
を
求
め
る
と
同
時
に
、
認
定
審
査
会
に
つ

い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
の
意
見
集
約
に
と
ど
ま
ら
ず

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
等
を
検
討
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し

た
。

診
療
・
検
査
体
制
の
拡
充
、医
療
機
関
支
援
で「
医
療
崩
壊
」を
防
げ

介
護
・
福
祉
現
場
支
援
、 

若
者
応
援
を

新型コロナ

西
陣
織
物
産
地
に
つ
い
て

介
護
・
認
定
給
付
業
務
の

民
間
委
託
に
つ
い
て
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井上 けんじ 議員

　
井
上
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
国
民
の

く
ら
し
と
営
業
の
実
態
へ
の
政
府
の
現
状
認
識

が
浅
く
、
対
策
が
貧
弱
で
「
自
粛
要
請
と
補
償

は
一
体
に
」
と
い
う
大
原
則
が
欠
落
し
て
い
る

と
批
判
。
市
長
は
、
国
に
対
し
「
持
続
化
給
付

金
の
減
少
率
50
％
要
件
の
緩
和
、
雇
用
調
整
助

成
金
の
受
付
体
制
拡
充
、
手
続
き
の
簡
素
化
、

上
限
額
ア
ッ
プ
、
労
働
者
か
ら
直
接
申
請
で
き

る
手
続
き
の
設
定
、
ま
た
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
は
使
途
自
由
と
す
る
こ
と
や
一
層
の
増
額

を
」
等
々
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
府
の
休
業
要
請
支
援
給
付
金
は

５
月
６
日
以
降
の
休
業
も
対
象
と
し
、
額
の
上

積
み
等
を
府
に
要
求
す
る
と
と
も
に
、
市
と
し

て
の
上
乗
せ
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
京
都

市
の
中
小
企
業
等
緊
急
支
援
補
助
金
の
申
請
期

間
は
５
日
間
し
か
な
く
、
継
続
的
な
支
援
と
期

間
延
長
、
売
上
げ
50
％
以
上
減
少
と
す
る
要
件

の
緩
和
、
予
算
固
定
で
の
按
分
で
は
な
く
申
請

数
に
応
じ
た
予
算
の
追
加
、
家
賃
等
固
定
費
へ

の
補
助
、
売
上
げ
減
少
を
補
填
す
る
単
純
明
快

な
給
付
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
国
の
制
度
と
し
て
「
持
続
化
給
付

金
」
が
で
き
、
テ
ナ
ン
ト
の
家
賃
支
援
も
検
討

さ
れ
、
雇
用
調
整
助
成
金
も
助
成
率
の
引
き
上

げ
や
手
続
き
の
簡
素
化
、
短
時
間
の
労
働
者
へ

の
適
応
、
労
働
者
が
直
接
受
け
取
れ
る
新
た
な

方
向
を
紹
介
。
府
の
「
休
業
給
付
金
」
の
対
象

に
な
ら
な
い
方
も
含
め
、
市
と
し
て
「
中
小
企

業
等
支
援
補
助
金
」
を
創
設
、
１
万
件
を
超
え

る
申
請
を
い
た
だ
い
た
。
満
額
支
給
で
き
る
よ

う
に
、
10
億
円
の
予
算
を
25
億
円
に
増
額
す
る

追
加
の
補
正
予
算
を
提
案
す
る
と
答
弁
し
ま
し

た
。相

談
窓
口
の
抜
本
的
改
善
、 

定
額
給
付
金
の
早
期
支
給
を

　
井
上
議
員
は
、
混
雑
し
て
い
る
相
談
窓
口
の

改
善
、
市
民
の
疑
問
に
適
切
に
対
応
す
る
相
談

窓
口
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
特
別
定

額
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ
や
各
福
祉

施
設
入
所
の
人
た
ち
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
、

ホ
ー
ム
レ
ス
等
、
あ
ら
ゆ
る
想
定
と
万
全
の
準

備
で
漏
給
防
止
と
早
急
な
支
給
を
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
相
談
対
応
に
、
京
都
商
工
会

議
所
等
と
連
携
し
、
本
市
独
自
に
17
名
増
員
、

総
勢
64
名
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
。
健
康
専
用

相
談
窓
口
も
、
昼
６
回
線
か
ら
８
回
線
、
夜
間

も
増
強
。
特
定
定
額
給
付
金
支
給
に
つ
い
て
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
、
住
民
票
と
異
な
る
住
所
に
避

難
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、
個
別
の
相
談

を
受
け
る
な
ど
、
一
人
一
人
、
確
実
に
給
付
金

が
届
く
よ
う
１
０
０
名
を
超
え
る
応
援
職
員
も

含
め
て
体
制
を
構
築
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
井
上
議
員
は
、
文
化
・
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
は
人
間
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素

で
あ
り
、
奨
励
金
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
文
化
・

芸
術
と
そ
の
担
い
手
の
活
動
と
生
活
へ
の
支
援

を
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
文
化
芸
術
活
動
緊
急
奨
励
金

制
度
を
創
設
、
１
０
０
０
件
を
超
え
る
申
請
を

い
た
だ
き
、
当
初
で
５
千
万
円
、
第
２
弾
補
正

で
１
億
円
に
、
更
に
総
額
３
億
円
に
予
算
を
追

加
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
の 

経
済
政
策
・
観
光
行
政
か
ら
の 

転
換
を

　
井
上
議
員
は
、
成
長
戦
略
の
名
の
も
と
、
国

や
市
が
推
し
進
め
て
き
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み

の
観
光
政
策
を
見
直
し
、
市
民
の
購
買
力
向
上
、

国
民
の
消
費
拡
大
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
中
小

零
細
企
業
・
地
場
産
業
底
上
げ
、
市
内
業
者
優

先
発
注
と
と
も
に
、
住
宅
改
修
助
成
制
度
の
創

設
な
ど
、
倒
産
、
廃
業
を
出
さ
な
い
地
域
循
環

型
経
済
へ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

格
差
拡
大
・
弱
肉
強
食
・
規
制
緩
和
・
官
か
ら

民
へ
等
々
の
流
れ
で
い
い
の
か
ど
う
か
、
中
小

と
市
民
の
く
ら
し
底
上
げ
の
方
向
へ
の
反
省
と

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
特
化
す
る
こ
と

な
く
、
国
内
観
光
誘
致
を
進
め
て
き
た
」
と
強

弁
、「
感
染
症
の
拡
大
以
前
の
観
光
に
戻
す
の

で
は
な
く
、
市
民
生
活
や
地
域
文
化
を
重
視
し
、

市
民
が
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
観
光
を
目
指
し

て
い
く
」
と
答
弁
、
具
体
的
中
身
に
は
触
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

自
治
体
財
政
危
機
打
開
の 

た
め
に
も
、
国
の
ゆ
が
ん
だ 

財
政
政
策
の
抜
本
的
転
換
を 

求
め
よ

　
井
上
議
員
は
、
所
得
税
最
高
税
率
引
き
下
げ

や
大
企
業
減
税
、
市
民
税
の
累
進
制
撤
廃
等
、

政
府
の
税
財
政
政
策
が
自
治
体
財
政
の
減
収
に

直
結
と
指
摘
。
そ
の
こ
と
を
国
に
言
わ
ず
し
て
、

市
民
へ
の
「
財
政
危
機
」
押
し
つ
け
と
そ
れ
を

理
由
と
し
た
市
民
生
活
切
り
捨
て
は
筋
違
い
だ

と
、「
国
の
財
政
も
大
変
」
論
の
克
服
と
国
追

随
路
線
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

　
公
務
の
民
営
化
と
職
員
削
減
の
流
れ
こ
そ
が

「
財
政
」
な
ら
ぬ
「
市
政
の
危
機
」
だ
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
「
国
に
お
い
て
は
、
公
平
公
正
か

つ
均
衡
の
と
れ
た
安
定
的
な
税
体
系
の
構
築
が

図
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と
、
井
上
議
員
の
指
摘

通
り
の
国
追
随
路
線
の
姿
勢
そ
の
ま
ま
の
答
弁

に
終
始
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
市
民
の
く
ら
し
と
営
業
を
守
れ

経
済
・
観
光
政
策
、
自
治
体
財
政
の
抜
本
的
な
転
換
を

井上けんじ議員は、5月22日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

く
ら
し
や
営
業
の
実
態
に 

見
合
っ
た
大
規
模
で
迅
速
な 

支
援
を
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ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
一
人
あ
た
り
一
律
10
万
円
給
付

の
「
特
別
定
額
給
付
金
」
は
、
国
民
の
声
を
背
景
に
、

日
本
共
産
党
や
国
政
野
党
が
４
月
当
初
か
ら
求
め
て

き
た
も
の
で
、
安
倍
政
権
の
方
針
を
転
換
さ
せ
た
国

民
世
論
の
画
期
的
な
成
果
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
２
つ
の
点
に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
一
に
、
外
出
の
自
粛
や
休
業
要
請
に
よ
っ
て
損

失
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
個
人
、
事
業
者
に
対
し

て
補
償
を
行
う
こ
と
が
、
感
染
の
拡
大
防
止
対
策
を

実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
基
本
原
則
だ
と
主
張
。

中
小
企
業
等
緊
急
支
援
補
助
金
や
文
化
芸
術
活
動
緊

急
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
応
募
件
数
に
応
じ
て
予
算

を
増
額
す
る
こ
と
、
１
回
だ
け
で
は
な
く
継
続
的
な

給
付
を
求
め
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
検
査
体
制
の
強
化
と
医
療
現
場
へ
の
支

援
の
必
要
性
を
指
摘
。
京
都
府
と
連
携
し
な
が
ら
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
や
発
熱
外
来
の
確
保
、
受
け

入
れ
病
床
や
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
と
必
要
な
財
政

措
置
を
行
う
な
ど
、
医
療
崩
壊
を
止
め
る
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
補
正
予
算
（
第
１
弾
）
に

�

ひ
ぐ
ち
英
明
議
員
が
賛
成
討
論

�

全
会
一
致
で
可
決

検
察
庁
法
改
正
案
廃
案
、
定
年
延
長
の
閣
議
決
定
の
撤
回

お
よ
び
一
連
の
真
相
究
明
を
求
め
る
！

�

と
が
し
豊
議
員
が
賛
成
討
論

�

日
本
共
産
党
以
外
の
す
べ
て
の
会
派
が
反
対

５
月
市
会
補
正
予
算

（
新
型
コ
ロ
ナ
対
策　

第
２
・
第
３
弾
）
に

�
玉
本
な
る
み
議
員
が
賛
成
討
論

�

全
会
一
致
で
可
決

　
と
が
し
議
員
は
、『
国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
』
か
ら
検
察
庁
法
改
正
案
を
切
り

離
し
て
廃
案
に
す
る
と
と
も
に
、
黒
川
弘
務
氏
定
年

延
長
の
閣
議
決
定
の
撤
回
お
よ
び
一
連
の
真
相
究
明

を
求
め
討
論
し
ま
し
た
。

　
黒
川
氏
の
定
年
延
長
を
認
め
た
閣
議
決
定
は
検
察

庁
法
に
違
反
し
て
い
る
。
法
案
は
、
時
の
政
権
に
よ

る
検
察
官
人
事
へ
の
恣
意
的
な
介
入
を
可
能
に
し
、

検
察
の
政
治
的
中
立
性
や
独
自
性
、
ひ
い
て
は
三
権

分
立
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
集
中
す
べ
き
時
に

与
野
党
で
意
見
が
大
き
く
分
か
れ
る
法
案
の
強
行
に
、

１
０
０
０
万
を
超
え
る
批
判
的
な
ツ
イ
ー
ト
が
さ
れ
、

タ
レ
ン
ト
や
元
検
察
幹
部
な
ど
広
範
な
人
々
が
声
を

あ
げ
ら
れ
た
こ
と
は
当
然
な
こ
と
と
述
べ
ま
し
た
。

　
黒
川
氏
は
辞
職
し
た
が
定
年
延
長
を
定
め
た
「
閣

議
決
定
」
そ
の
も
の
が
違
法
で
あ
り
、
賭
博
行
為
は

「
懲
戒
」
処
分
が
相
当
で
、「
訓
告
」
と
い
う
処
分
は

余
り
に
も
軽
い
処
分
と
指
摘
し
、
安
倍
総
理
が
軽
い

処
分
に
留
め
た
責
任
を
「
法
務
省
」
や
「
検
察
」
に

押
し
つ
け
て
い
る
の
は
余
り
に
も
ひ
ど
い
も
の
と
し

て
、
真
相
究
明
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

②
市
民
の
く
ら
し
応
援
の
為
、
水
道
・
下
水
道
使
用

料
や
市
営
住
宅
家
賃
、
市
税
の
減
免
。
③
子
ど
も
達

へ
の
心
の
ケ
ア
、
き
め
細
か
い
対
応
、
３
密
対
策
と

し
て
、
少
人
数
授
業
の
為
の
教
職
員
や
教
室
の
確
保
、

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
の
環
境
整
備
。
④
大
学
の
高
学

費
の
解
決
。
国
へ
給
付
金
の
拡
充
を
求
め
、
市
独
自

に
実
態
把
握
と
支
援
策
を
強
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　
玉
本
議
員
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
あ
る
補
正
予
算
の
う
ち
、
妊
婦
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
用
、
医
療
機
関
の
支
援
金
、
市
施
設
の
利
用
の
キ

ャ
ン
セ
ル
料
還
付
、
検
査
体
制
の
拡
充
、
避
難
所
の

感
染
防
止
対
策
、
学
童
ク
ラ
ブ
自
粛
者
の
利
用
料
金

支
援
は
、
必
要
で
あ
る
と
評
価
し
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
等
緊
急
支
援
補
助
金
と
文
化
芸
術
活
動

奨
励
金
は
申
請
件
数
に
応
じ
て
増
額
し
た
も
の
の
、

申
請
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
方
な
ど
へ
の
補
填
も
含

め
た
支
援
策
を
求
め
ま
し
た
。

　
デ
リ
バ
リ
ー
の
利
用
を
促
進
す
る
助
成
金
は
、

「
出
前
館
」
の
利
益
と
な
る
施
策
で
な
く
、
市
内
業

者
へ
直
接
支
援
す
る
こ
と
、「
市
民
に
よ
る
京
都
魅

力
再
発
見
事
業
」（
２
億
円
）
に
つ
い
て
は
、
固
定

費
補
助
や
売
上
減
の
補
填
、
相
談
窓
口
強
化
に
使
う

べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
①
発
熱
外
来
な
ど
の
整
備

や
医
療
機
関
へ
の
経
営
支
援
。
保
健
所
機
能
の
強
化
。

全会一致で可決

◦�「新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交
付金をはじめ、地方に対
する財政措置の一層の充
実を求める」意見書

◦�「新型コロナウイルス感
染症の感染拡大の影響を
受けた医療機関等に対す
る支援の拡充を求める」
意見書

◦�議員報酬１割カットとあ
わせて合計１億円をコロ
ナ対策基金に繰り入れ

京都市会議員の
夏期一時金
15％削減

国に対しての意見書
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5月市会 終了本会議

５月市会終了本会議での意見書・決議等採択結果

自民＝自由民主党京都市会議員団  共産＝日本共産党京都市会議員団
公明＝公明党京都市会議員団  民フ＝民主・市民フォーラム京都市会議員団
維新＝日本維新の会京都市会議員団  京都＝地域政党京都党市会議員団

件　名 審議
結果

○×は議案に対する各会派の態度。
○＝賛成、×＝反対

提案会派等
自
民

共
産

公
明

民
フ

維
新

京
都

京都市会議員の議員報酬の額の特例に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 市会運営委員会

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金をはじめ、
地方に対する財政措置の一層の充実を求める意見書について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会派

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けた医療機関
等に対する支援の拡充を求める意見書について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会派

「国家公務員法等の一部を改正する法律案」から検察庁法改正
案を切り離して廃案にするとともに、黒川弘務氏定年延長の閣
議決定の撤回及び一連の真相究明を求める意見書について

否決 × 〇 × × × × 共産

森川央議員に対する問責決議について 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 自民、共産、公明、
民フ、京都

●
行
財
政
局

◦�

京
都
市
執
行
機
関
の
附
属
機
関「
税
財
源

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」の
設

置
に
つ
い
て

　�

　
宿
泊
税
導
入
に
続
き
、
別
荘
税
、
駐
車

場
税
な
ど
の
新
税
導
入
を
検
討
す
る
委
員

会
で
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

◦�

京
都
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

　�

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
イ

ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
代
を
寄
付
金
控
除
の

対
象
と
す
る
も
の
。

　�

　
税
の
徴
収
猶
予
制
度
特
例
の
手
続
き
に

つ
い
て
、
政
令
で
は
複
雑
な
書
類
が
必
要

だ
が
、
本
市
の
申
請
書
１
枚
で
で
き
る
こ

と
、
必
要
な
場
合
は
口
頭
に
よ
る
聞
き
取

り
も
含
め
て
認
め
さ
せ
ま
し
た
。

◦�

京
都
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
支
え
合
い
基
金
条
例
の
制
定

◦�

陳
情
審
査「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
浜
・

大
飯
原
発
の
停
止
等
」

　�

　
新
規
制
基
準
で
テ
ロ
対
策
施
設
の
設
置

が
定
め
ら
れ
た
が
、
再
度
の
設
置
期
限
延

長
に
も
間
に
合
わ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、
し
か
も
原
発
は「
三
密
」そ
の
も

の
で
定
期
点
検
も
先
延
ば
し
に
な
っ
て
お

り
、「
今
こ
そ
原
発
を
止
め
る
べ
き
」と
主

張
し
ま
し
た
。

●
会
計
室

◦
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

　�

　
５
年
毎
に
行
わ
れ
る
指
定
金
融
機
関
の

指
定
に
つ
い
て
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
み

の
応
募
で
あ
り
、
引
き
続
き
指
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

●�

総
合
企
画
局（
産
業
観
光
局
、
子
ど
も
若

者
は
ぐ
く
み
局
の
理
事
者
も
出
席
）

◦�

陳
情
審
査「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
学
生
等
へ
の

経
済
的
支
援
等
」

●�

所
管
局
な
し（
行
財
政
局
、
産
業
観
光
局

の
理
事
者
も
出
席
）

◦�

陳
情
審
査「
安
藤
提
言
の
早
急
な
実
行
の

要
請
」

　�

　
従
来
、
所
管
局
な
し
の
陳
情
審
査
は
、

理
事
者
の
出
席
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
事
前
に
通
告
す
る
こ
と
に
よ
り
関
係

す
る
理
事
者
の
出
席
の
も
と
議
論
す
る
道

を
開
き
ま
し
た
。

●
環
境
政
策
局

◦�

廃
棄
物
の
減
量
等
の
条
例
改
正
…
７
月
に

レ
ジ
袋
有
料
化
。
特
定
レ
ジ
袋（
①
50
マ

イ
ク
ロ
ｍ
厚
手
プ
ラ

　
②
海
洋
生
分
解
プ

ラ
１
０
０
％

　
③
バ
イ
オ
マ
ス
25
％
プ

ラ
）を
無
償
提
供
で
き
る
内
容
。
特
定
レ

ジ
袋
は
抜
け
穴
だ
と
指
摘（
↓
国
は
プ
ラ

を
再
生
可
能
と
し
推
奨
す
る
）。
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、
製
品
プ
ラ

削
減
を
求
め
ま
し
た
。

●
文
化
市
民
局

◦�「
京
都
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」

（
９
月
実
施
）は
、
２
０
１
７
年
か
ら
党
が

「
条
例
制
定
、
証
明
書
の
発
行
、
公
営
住

宅
の
入
居
」な
ど
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

８
月
作
成
の
要
綱
に
住
宅
政
策
を
盛
り
込

む
よ
う
要
求
。（
↓
市
営
住
宅
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
）。
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
な
ど
に
盛
り
込
む
よ
う
提
案
。（
↓
条

例
化
は
、
研
究
し
た
い
）。

◦��

陳
情
審
査

　
特
別
定
額
給
付
金
の
郵
送
に

よ
る
受
付
手
続
の
即
時
開
始
等

　�

　
一
日
で
も
早
く
と
の
陳
情
で
あ
り
、
手

続
き
が
進
む
よ
う
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

住
居
確
保
給
付
金
の
条
件
緩
和
で
、
学
生

も
対
象
と
な
っ
た
。
他
に
緩
和
さ
れ
た
事

項
を
質
問（
↓
総
合
支
援
資
金
は
、
自
立

支
援
相
談
と
合
わ
せ
て
支
給
だ
っ
た
が
、

必
要
な
ら
相
談
と
な
り
、
生
活
保
護
１
・

８
倍
以
上
も
対
象
。
面
談
で
の
貸
付
が
郵

送
に
緩
和
。
住
民
票
と
は
異
な
る
所
に
住

ん
で
い
る
人
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
へ
の
給

付
を
質
問（
↓
住
ん
で
い
る
所
に
住
民
票

を
置
く
の
が
大
原
則
。
Ｄ
Ｖ
等
は
事
前
に

申
し
出
て
も
ら
い
郵
送
。
ホ
ー
ム
レ
ス
の

方
で
消
去
さ
れ
て
い
る
方
は
住
民
票
を
取

ら
れ
た
ら
速
や
か
に
給
付
す
る
）。

●
保
健
福
祉
局

◦�

資
格
証
明
書
発
行
の
方
も
心
配
な
く
受
診

で
き
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
お

知
ら
せ
記
載
内
容
の
改
善
、
今
後
に
備
え

短
期
証
の
送
付
を
求
め
ま
し
た
。
基
本
的

に
は
事
情
が
あ
れ
ば
短
期
証
を
交
付
と
答

弁
、
記
載
内
容
に
つ
い
て
今
後
の
検
討
を

約
束
し
ま
し
た
。

◦�

事
業
主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
へ
の
国
保
傷
病

手
当
金
等
の
支
給
を
求
め
ま
し
た
。

◦�

路
地
へ
の
宿
泊
施
設
開
設
で
ま
ち
の
空

気
が
一
変
、
建
設
計
画
は
見
直
し
を（
陳

情
・
中
京
区
槌
屋
町
）。

◦�

急
増
す
る
生
活
保
護
相
談
に
速
や
か
に
柔

軟
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

◦�

発
熱
外
来
の
教
訓
と
し
た
市
長
答
弁
に
つ

い
て
、
根
拠
資
料
を
求
め
ま
し
た
。

●
子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

◦�

京
都
こ
ど
も
文
化
会
館
の
閉
館
方
針
に
つ

い
て
、
子
ど
も
の
意
見
を
聞
く
べ
き
。
設

立
趣
旨
に
立
ち
返
り
、
必
要
な
改
修
・
存

続
を
求
め
ま
し
た
。
保
護
者
や
育
成
団
体

に
聞
い
て
い
る
と
答
弁
。

◦�

学
校
再
開
に
伴
い
、
分
散
登
校
と
な
る
２

週
間
は
朝
か
ら
の
開
所
と
な
る
学
童
保
育

の
特
別
の
体
制
を
。
大
規
模
学
童
改
善
の

常任委員会トピックス

　日本維新の会の森川央議員は、2017年度、事務所の電気工事が行われなかったにもかかわらず
政務活動費に約75,000円を計上。実際に工事をした2018年度にも計上し二重計上となっていました。

政務活動費の二重計上

日本維新の会・森川議員に対する問責決議 維新は反対

総
務
消
防
委
員
会

（
２
０
２
０
年
５
月
26
日
）

文
化
環
境
委
員
会

（
２
０
２
０
年
５
月
26
日
）

教
育
福
祉
委
員
会

（
２
０
２
０
年
５
月
27
日
）
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５
月
市
会
を
終
え
て

２
０
２
０
年
６
月
４
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

団
長　

井
坂　

博
文

声
明

一
、�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
罹
患
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
ご
快
復
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

一
、�

５
月
市
会
は
、
５
月
19
日
か
ら
15
日
間
の
審
議
期
間
で
開
催
し
、
６
月

２
日
終
了
し
ま
し
た
。
市
長
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
の
２
０
２
０
年
度
補
正
予
算（
第
２
弾
・
第
３
弾
）、
市
税
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
39
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
新
税
を

検
討
す
る
執
行
機
関
の
付
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
改
正
に
反
対

し
、
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
す
す
め
る
議
案

等
全
て
に
賛
成
し
、
討
論
で
問
題
点
や
改
善
方
向
を
示
し
ま
し
た
。
人

事
議
案
20
件
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
委
員
再
任
を
除
く
19
議
案
に
賛

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
営
住
宅
の
浴
室
改
修
を
求
め
る
請
願
の
不
採

択
に
反
対
し
ま
し
た
。
議
会
選
出
監
査
委
員（
２
人
）の
選
任
が
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
自
民
・
民
フ
か
ら
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
第

二
党
で
あ
る
党
議
員
団
を
意
図
的
に
外
す
も
の
と
し
て
、
反
対
し
ま
し

た
。

一
、�

付
帯
決
議
は
、
議
第
60
号
・
議
第
67
号
一
般
会
計
補
正
予
算（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
２
弾
・
第
３
弾
）に
対
す
る
決
議
２
件
を
可

決
。
党
議
員
団
は
、
飲
食
店
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
事
業

を
す
す
め
る
付
帯
決
議
に
反
対
し
ま
し
た
。
明
日
に
も
廃
業
な
ど
と
い

う
瀬
戸
際
に
あ
る
事
業
者
の
実
態
に
合
わ
な
い「『
飲
食
店
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
』及
び
、『
市
民
に
よ
る
京
都
の
魅
力
発
見
』に

つ
い
て
は
、
予
算
の
執
行
を
停
止
し
、
市
民
及
び
事
業
者
を
直
接
支
援

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
」と
す
る
意
見
は
党
議
員
団
の
会
派
の
意
見
と

な
り
、
委
員
長
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　�

　
ま
た
、「
学
生
の
学
び
の
環
境
創
出
事
業
は
８
月
末
ご
ろ
に
終
了
予

定
で
あ
る
」と
し
て
、「
京
都
で
学
ぶ
全
て
の
学
生
に
新
た
な
学
び
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
…
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
」と
し
て
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境
の
構
築
な
ど
新
た
な
学
び
の
環
境
整
備
を
市
内
大

学
等
と
連
携
し
、
本
市
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
」と
す
る
付
帯

決
議
を
民
フ
を
除
く
会
派
の
賛
成
で
付
す
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
文

化
芸
術
活
動
緊
急
奨
励
金
に
つ
い
て
、「
第
二
弾
と
し
て
の
支
援
策
の

創
設
」公
演
等
の
開
催
に
む
け
て「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
そ
れ
に
よ

る
減
収
補
償
を
行
う
こ
と
」と
す
る
意
見
は
党
議
員
団
の
会
派
の
意
見

と
な
り
、
委
員
長
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　�

　
ま
た
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
定
め
る「
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処

理
等
に
関
す
る
条
例
改
正
」に
つ
い
て
も
、「
特
定
レ
ジ
袋
を
含
む
す
べ

て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
全
般
の
発
生
抑
制
に
向
け
て
、
上
流
対
策
を

強
め
る
こ
と
」を
党
議
員
団
の
会
派
の
意
見
と
な
り
、
委
員
長
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

一
、�「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
は
じ

め
、
地
方
に
対
す
る
財
政
措
置
の
一
層
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
医
療

機
関
等
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」２
つ
の
意
見
書
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
党
議
員
団
は「
国
家
公
務
員

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
か
ら
検
察
庁
法
改
正
案
を
切
り
離
し

て
、
廃
案
に
す
る
と
と
も
に
、
黒
川
弘
務
氏
定
年
延
長
の
閣
議
決
定

の
撤
回
及
び
一
連
の
真
相
究
明
を
求
め
る
意
見
書
」を
提
案
し
ま
し
た

が
、
他
党
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　�

　
今
集
中
審
議
期
間
中
に
、
政
務
活
動
費
に
係
る
住
民
監
査
請
求
に
基

づ
く
監
査
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　�

　
維
新
の
森
川
議
員
が
事
務
所
の
照
明
工
事
代
金
に
係
る
政
務
活
動
費

の
計
上
に
つ
い
て
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
工
事
の
工
事
代
金
を
計
上

し
、
翌
年
度
に
も
当
該
工
事
代
金
を
二
重
計
上
し
て
い
た
問
題
で「
森

川
央
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議
」を
可
決
し
ま
し
た
。
森
川
議
員
は
２

０
１
７
年
に
も
住
民
監
査
請
求
を
う
け
レ
ン
タ
カ
ー
代（
76
万
８
０
０

０
円
）や
ガ
ソ
リ
ン
代（
42
万
６
９
７
６
円
）を
返
還
し
て
い
ま
す
。
維

新
は
討
論
で
市
民
に
謝
罪
し
ま
し
た
が
、
決
議
に
反
対
し
ま
し
た
。

　
　�

　
京
都
市
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
額
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
議
員
報
酬
１
割
削
減
と
夏
期
手
当

の
15
％
カ
ッ
ト
分
１
億
円
を
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
基
金
に
繰
り
入
れ
ま
し

た
。

一
、�

感
染
症
対
策
の
影
響
が
各
分
野
に
及
ぶ
な
か
７
件
の
陳
情
が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、「
特
別
定
額
給
付
金
の
郵
送
に
よ
る
受
付
手

続
き
の
即
時
開
始
」を
求
め
る
陳
情
、「
市
バ
ス
12
号
系
統
・
59
号
系
統

の
運
行
経
路
変
更
の
撤
回
」を
求
め
る
陳
情
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
学
生
等
へ
の
経
済
的
支
援
」を
求

め
る
陳
情
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
浜
・
大
飯
原
発
の
停
止
」を
求
め

る
陳
情
等
の
審
査
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
市
民
の
運
動
と
連
携
し
論
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

一
、�新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
到
達
点
と

党
議
員
団
の
論
戦

　�

　
党
市
会
議
員
団
は
、
２
度
に
わ
た
っ
て
制
度
紹
介
の
チ
ラ
シ
を
発
行
。

４
月
か
ら
、
電
話
相
談
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
３
０
０
件
を

超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
相
談
や
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
実

態
や
切
実
な
声
を
４
次
に
わ
た
り
京
都
市
に
届
け
る
申
し
入
れ
、
４
月
・

５
月
市
会
で
命
と
く
ら
し
営
業
を
守
る
抜
本
的
対
策
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　�

　
４
月
以
降
、
市
長
が
示
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
総
額
２
４
０
５
億
円（
中
小
企
業
融
資
除
く
と

１
５
６
５
億
円
）と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
大
半
が
特
別
定
額
給
付
金
で
あ

り
、
国
民
世
論
に
よ
っ
て
勝
ち
取
っ
た
も
の
で
す
。
国
か
ら
示
さ
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
本
市
交
付
限

度
額
は
31
億
６
０
０
０
万
円
と
さ
れ
、
そ
れ
を
上
回
る
、
54
億
９
２
０
０

万
円
が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
党
議
員
団
は
、
第
一
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
の
異
次
元
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
予
算

及
び
事
業
を
総
点
検
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
抜
本
的
に
強

化
す
る
補
正
予
算
と
す
る
こ
と
を
要
望
。
国
に
対
し
財
政
責
任
を
果
た
す

よ
う
要
望
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
全
国
知
事
会
等
の
要
望
も
受

け
、
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
２
兆
円
増
額
、
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
２
兆
円
増
額
な
ど
第
二
次
補
正

予
算
案
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
第
二
次
補
正
に
つ
い
て
、
市
当
局
か
ら

は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加
分
は
63
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
予
算
や
事
業
の
精
査
と
い
う
点
で
は
、
こ
れ
ま
で
４

５
０
０
万
円
の
減
額
補
正
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
市
当
局
は
、
公
債
償
還

基
金
や
介
護
給
付
費
に
充
て
る
基
金
を
除
く
基
金
１
８
９
億
円
に
つ
い
て

も
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
支
出
を
検
討
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　�

　
第
二
に
、
第
２
波
、
第
３
波
も
想
定
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
体

制
の
充
実
、
保
健
所
体
制
の
強
化
、
医
療
機
関
の
損
失
補
て
ん
等
医
療
・

検
査
体
制
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
濃
厚
接
触
者
す

べ
て
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
、
妊
婦
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の
公

費
負
担
、
抗
原
検
査
の
活
用
に
よ
る
検
査
体
制
の
拡
充
等
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
医
療
機
関
へ
の
支
援
金（
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
医
療
機
関

と
り
く
み
が
必
要
と
指
摘
。
必
要
な
ス
ペ

ー
ス
は
確
保
し
て
い
る
と
強
弁
し
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会

◦�

学
校
休
業
中
の
就
学
援
助
世
帯
へ
の
給
食

費
支
給
に
関
し
て
、
中
学
校
も
全
員
に
行

う
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

◦�

学
校
再
開
に
際
し
て
、
子
ど
も
の
現
状
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
学
級
の
人
数
を
減
ら
す

こ
と
、
教
職
員
の
増
員
を
求
め
ま
し
た
。

●
都
市
計
画

◦�

下
鳥
羽
市
営
住
宅
工
事
請
負
契
約
締
結
議

案
に
つ
い
て
…
耐
震
工
事
に
よ
り
４
戸
が

利
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
市
営
住
宅
の

果
た
す
役
割
が
大
き
い
中
で
住
宅
戸
数
を

増
や
す
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

◦�

請
願
審
議「
市
営
住
宅
の
浴
室
の
改
修
」住

ま
い
は
人
権
と
の
観
点
で
、
浴
槽
取
替
、

シ
ャ
ワ
ー
取
り
付
け
、
浴
室
扉
の
取
替
な

ど
を
求
め
ま
し
た
が
、「
浴
槽
に
穴
が
空

い
た
り
脚
が
折
れ
た
り
し
た
場
合
に
は
改

修
す
る
が
、
ま
ず
浴
槽
が
な
い
所
を
改

修
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　�

　
共
産
党
の
み
採
択
で
、
他
党
派
は
不
採

択
で
表
決
の
結
果
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
産
業
観
光
局

◦�

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
減
の
学
生
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　�
国
の
新
た
な「
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
」に

つ
い
て
、
総
合
企
画
局
や
大
学
な
ど
と
も

連
携
し
す
べ
て
の
学
生
に
案
内
・
周
知
を

求
め
ま
し
た
。

◦
中
小
企
業
へ
の
固
定
費
補
助
を

　�

　
老
舗
和
菓
子
屋
、
清
水
焼
の
関
係
者
か

ら
の
声
を
紹
介
し
、
国
の
第
２
次
補
正
で

の
家
賃
補
助
の
概
要
が
し
め
さ
れ
た
も
と

で
、
業
者
を
救
う
た
め
固
定
費
補
助
を
お

こ
な
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●
交
通
局

◦�

陳
情
審
査「
市
バ
ス
12
号
、
59
号
系
統
の

運
行
経
路
変
更
の
撤
回
」に
つ
い
て

　�

　
今
回
の
路
線
変
更
に
つ
い
て
検
証
し
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
納

得
い
く
説
明
と
改
善
を
お
こ
な
う
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

●
上
下
水
道
局

◦�

陳
情
審
査「
水
道
管
取
替
工
事
に
伴
う
道

路
補
修
の
早
急
な
改
善
」に
つ
い
て

　�

　
振
動
や
騒
音
な
ど
苦
情
に
こ
た
え
、
現

場
も
調
査
し
、
業
者
任
せ
に
せ
ず
誠
実
な

対
応
を
求
め
ま
し
た
。

◦
水
道
料
金
の
減
免
に
つ
い
て

　�

　
水
道
料
金
の
最
大
６
カ
月
の
猶
予
制
度

が
で
き
た
が
、
他
都
市
の
事
例
も
紹
介
し

減
免
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
２
０
２
０
年
５
月
26
日
）

産
業
交
通
水
道
委
員
会

（
２
０
２
０
年
５
月
27
日
）
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団長　井坂 博文

幹事長　加藤 あい

北　区

伏見区左京区 副団長　西野 さち子

　今議会に条例改正案が提案されました。使い捨ての
レジ袋をなくすことには賛成です。しかし、特定レジ
袋という抜け穴がつくられました。厚みがあって何度
も使える物や海洋で分解する成分が100％のものやバ
イオマス素材が25％配合されているものは、有料化
の例外になります。日本共産党は条例改正には賛成し
ましたが、例外をなくす事とペットボトルやプラ製品
などを作らない事、容器包装リサイクル法を改正する
等の提案をしました。

　「ウチら困ってんねん＠京都」から京都市議会に表
題の陳情が出され、質疑した。原発は「三密」その
もの、安全部門業務はテレワークできるものではない。
事故が起きれば人員の投入が必要になる。しかも事故
による放射能汚染とクラスターの危険性が同時に来る。
今は原発を止めるべき、と指摘。防災危機管理の担当
者は、「原発はコロナ特措法による緊急事態の中でも
自粛対象になっていない」と。国も関電も京都市も危
機管理意識が欠けているのではないだろうか？

　コロナ対策の京都市補正は2405億円となりました。
融資を除くと大半は特別定額給付金です。地方創生臨時
交付金や医療等包括交付金は2兆円増額が決まりました。
国民や自治体が声をあげることで政治が動いています。
税収減はすべて国の責任で補填するのが当然です。F35
戦闘機6兆円超も購入している場合ではありません。次
は、京都市が思い切った策を講じられるかが問われます。
60億円を見込む地方創生臨時交付金の追加分や、不急
事業見直し、基金189億円など今年度の予算及び事業を
総点検し、医療機関含む事業者の損失補償・固定費補
助・学生支援を実現し、保健行政の強化をはかります。

コロナ禍における高浜・
大飯原発の停止を求める

レジ袋の有料化が
７月から始まりますポストコロナを見すえて
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に
３
０
０
万
円
・
陽
性
入
院
患
者
一
人
あ
た
り
30
万
円
）が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
発
熱
外
来
設
置
や
全
行
政
区
単
位
の
保
健
行
政
の
抜

本
的
強
化
、
一
般
医
療
機
関
の
経
営
支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。

　�

　
第
三
に
、「
自
粛
と
補
償
」を
一
体
で
進
め
る
こ
と
で
す
。
政
府
が
こ
の

姿
勢
に
立
た
な
い
こ
と
が
、
様
々
な
矛
盾
を
深
め
て
い
ま
す
。
事
業
者
支

援
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
等
緊
急
支
援
補
助
金
は「
上
限
額
保
障
の
た

め
に
予
算
の
増
額
を
行
う
こ
と
。
第
２
次
募
集
を
行
い
、
減
収
要
件
の
条

件
を
緩
和
し
、
補
助
金
は
概
算
請
求
で
事
前
に
交
付
す
る
こ
と
」を
求
め

て
き
ま
し
た
。
今
回
10
億
円
の
予
算
が
積
み
増
し
さ
れ
25
億
円
に
増
額
さ

れ
、
満
額
支
給
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
産
業
つ
く
り
手
支
援
事

業（
１
・
４
億
円
）、
和
装
産
地
支
援
事
業（
５
０
０
０
万
円
）、
商
店
街
緊

急
支
援
補
助
金（
６
０
０
０
万
円
）も
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　�

　
引
き
続
き
、
京
都
府「
休
業
要
請
対
象
事
業
者
支
援
給
付
金
」へ
の
給
付

金
の
増
額
等
上
乗
せ
の
支
援
や
、
影
響
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
救
済
の
た
め
、
損
失
補
て
ん
や
家

賃
補
助
な
ど
の
固
定
費
へ
の
支
援
等
を
求
め
ま
す
。
文
化
芸
術
活
動
緊
急

奨
励
金
に
つ
い
て
も
５
０
０
０
万
円
か
ら
３
億
円
に
予
算
が
積
み
増
し
さ

れ
ま
し
た
。
次
な
る
対
策
を
示
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　�

　
ま
た
、
中
小
企
業
・
雇
用
等
の
総
合
相
談
窓
口
を
労
働
局
と
連
携
し
各

区
役
所
に
創
設
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
各
区
役
所
な

ど
を
会
場
に
行
政
書
士
会
に
委
託
し
、
事
業
者
が
適
切
な
支
援
策
を
選
択

し
申
請
手
続
き
を
行
う
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
小
企
業
等
支
援
策
活
用

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）設
置
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
支
援
の
実
施
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　�

　
介
護
、
障
害
福
祉
や
保
育
な
ど
の
事
業
所
に
つ
い
て
も
、
減
収
に
よ
る

影
響
の
実
態
把
握
、
事
業
継
続
の
保
障
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
障
害
者
就

労
支
援
事
業
と
し
て
、
Ｂ
型
事
業
所
の
工
賃
助
成
が
実
現
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
、
す
べ
て
の
障
害
者
支
援
施
設
が
安
定
し
て
事
業
が
行
え
る
よ

う
助
成
す
る
こ
と
や
、
介
護
施
設
に
お
い
て
は
、
入
所
系
、
通
所
系
、
訪

問
系
の
介
護
事
業
所
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
、

感
染
防
護
備
品
の
供
給
と
安
定
し
て
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
介
護
報

酬
に
上
乗
せ
の
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　�

　
学
生
支
援
に
つ
い
て
は
、
大
学
生
活
実
態
調
査
・
相
談
体
制
強
化
・
生

活
支
援
・
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
学
生
や
大
学

生
の
運
動
を
受
け
、
国
が
学
生
の
１
割
程
度
の
対
象
で
あ
る
も
の
の
、
学

生
緊
急
給
付
金
を
決
定
し
ま
し
た
。
京
都
市
に
お
い
て
も
経
済
状
況
が
悪

化
し
た
学
生
支
援
の
た
め
の
市
臨
時
職
員
70
人
、
学
校
部
活
動
支
援
の
学

生
を
１
０
０
名
募
集
。
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
内
に
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備

し
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集（
１
日
10
人
×
₈0
日
）も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
内
定
取
り
消
し
や
ア
ル
バ
イ
ト
減
に
よ

っ
て
経
済
状
況
が
悪
化
し
た
学
生
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
検

討
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
学
費
半
減
や
市
独

自
の
給
付
制
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
す
。

　�

　
く
ら
し
の
応
援
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
傷
病
手
当
を

自
営
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
も
対
象
拡
大
を
お
こ
な
う
こ
と
、
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
一
个
月
の
減
収
で
判
断
す

る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
市
当
局
は
本
会
議
に
お
い
て「
き
わ
め
て

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
収
入
減
少
が
著
し
い
月
の
収
入
状
況
を
も
と
に

判
定
す
る
」と
答
弁
す
る
な
ど
、
制
度
の
運
用
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
減
免
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
水
道
料
金

減
免
や
市
営
住
宅
の
家
賃
減
免
、
市
税
減
免
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
当

局
は
、
水
道
料
金
減
免
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
る
と
答
弁
し
ま
し

た
。
特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
、
支
給
を
急
ぐ
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
Ｄ

Ｖ
や
各
福
祉
施
設
病
院
等
へ
入
所
入
院
の
人
た
ち
、
生
活
保
護
受
給
世

帯
、
さ
ら
に
家
の
な
い
人
た
ち
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
の
想
定
と
準
備

を
求
め
ま
し
た
。

　�

　
第
四
は
、
学
校
再
開
へ
の
対
応
で
す
。

　�

　
公
衆
衛
生
的
な
見
地
か
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
基
本
的
な
知

識
と
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
教
職
員
に
研
修
を
行
い
周
知
徹
底
し
、

三
密
を
避
け
る
環
境
整
備
と
人
員
体
制
を
取
る
こ
と
や
、
学
習
計
画
は
、

児
童
生
徒
に
無
理
の
な
い
よ
う
、
子
ど
も
達
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
現
場

の
教
職
員
と
よ
く
相
談
し
て
す
す
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　�
　
ま
た
、
５
月
14
日
、
京
都
府
と
京
都
市
が「
京
都
こ
ど
も
文
化
会
館
」を

11
月
末
ま
で
に
閉
館
す
る
と
突
如
、
発
表
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
も
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
様
々
な
活
動
の
機
会
を

こ
こ
ろ
待
ち
に
し
て
い
る
な
か
、
子
ど
も
の
文
化
活
動
の
場
を
無
く
す
こ

と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
党
議
員
団
は
市
長
に
対
し
、
子
ど
も
を
含
む
利

用
者
や
関
係
者
、
住
民
の
声
を
受
け
止
め
て
、
閉
館
方
針
は
撤
回
し
、
存

続
さ
せ
、
京
都
府
と
協
議
し
、
必
要
な
改
修
や
建
て
替
え
を
行
う
よ
う
求

め
ま
し
た
。

一
、
最
後
に

　�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
新
規
感
染
者
が
減
少
し
、

政
府
に
お
い
て
、
本
市
を
含
む
関
西
地
域
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
収
束
ま
で
の
道
の
り
は
長
期
に
わ
た
る
と
考
え
ら

れ
、
感
染
拡
大
の
第
２
波
・
第
３
波
に
備
え
た
検
査
体
制
・
医
療
提
供
体

制
の
整
備
拡
充
を
は
か
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
自
粛
に
伴
う
地
域
経
済
と
雇
用
へ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。
党
議
員

団
は
、
国
民
の
苦
難
解
決
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

国
の
第
二
次
補
正
を
受
け
て
の
市
会
も
見
据
え
、
相
談
、
運
動
、
論
戦

で
、
住
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
全
力
を
あ
げ
ま
す
。
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁 伏見区

かまの 敏徳 下京区河合 ようこ 西京区

　コロナ対策で、中小企業補助や文化奨励の予算追加
との答弁を得、これは追加補正予算として提案され、
当初補正と併せて、可決。インバウンド頼みから国民
の消費購買力向上へ、グローバルからローカルへ、中
小企業重視、弱肉強食からみんなが安心できる社会へ
の反省がコロナの教訓と指摘。市長の「財政危機」に
対し、国の大企業減税をやめれば自治体財政の増収に
繋がるのに、国追随、民間化の市の姿勢こそが「財
政」ならぬ「市政の危機」と指摘しました。

　予算委員会第三分科会の主査をさせていただきまし
た。産業観光局の予算審議は、いかにして中小業者や
伝統産業を支えるのか、支援制度をいかに行き渡らせ
るか…市民のくらしや営業の苦境、切実な要望が出さ
れました。新型コロナ禍の下、市民の「今の困難」を
支援することが求められている時なのに、感染収束後
のために、「京都の魅力再発見」事業へ２億円の計上
は納得できません！　おおもとは、国の姿勢が問題で
すが、いのちと生活を守るため�#自粛と給付は一体！�
で、いま必要な支援にお金をかけるべきです。

　「亡くなった兄はそんなことを望んでいない」と白
人警官に殺害された黒人男性の弟が叫んだ。「暴力、
略奪、放火で何か変わるのか。今まで何も変わらない。
だから一人一人の平和的な声と運動で、世の中を変
えよう」と呼び掛けた。コロナ感染対策で、ドイツの
メルケル首相は、「東ドイツ出身だからこそ、自由と
民主主義の大切さを知っている」と、人権尊重の大切
さを訴えた。コロナ後の新しい世界をつくる時代に今、
生きる喜びを感じる。

　「コロナ禍のもとでの市営住宅家賃の減免」「下鳥羽
市営住宅工事請負契約の締結について」―５月市会は
市営住宅問題について質疑しました。市営住宅はコロ
ナ禍のもとで、きわめて重要なセーフティネット機能
をもっています。しかし、家賃減免については「平
時から手厚い制度を実施中。現行以上の対応は考えて
いない」と、冷たく拒否。下鳥羽市営住宅は、耐震改
修工事のためとはいえ、管理戸数が４戸減少。減少分
は他所で増やすこと、工事終了後はすみやかに「空き
戸」をうめるための入居募集を行うことを求めました。
　市の姿勢を変えさせるカギは世論です。市民のみな
さんとさらに力を合わせます。

インバウンド重視から、市民の購買力
向上、中小企業底上げがコロナの教訓

一人ひとりの声が、自由と
民主主義の輝く社会をつくる

家賃減免・徴収猶予実現で市営
住宅のセーフティネット機能強化を

必要な人に
必要な支援を！　いま！

くらた 共子 上京区鈴木 とよこ 山科区

玉本 なるみ 北　区とがし 豊 左京区

　８月に「制度に関する要綱」が発表され、９月より
実施予定です。2017年９月議会本会議で、提案をし
ました。待ちに待った制度です。制度ができたからと
言って、ゲイやレズビアンカップルの方がみんな申請
されるわけではありません。そんな簡単にカミングア
ウトできるものではありません。しかし、自治体とし
て、認める意思を表明することが大事なのです。具体
的に要綱に市営住宅の入居も対象とすることを盛り込
むよう求めました。

　新型コロナ感染第２波に備え、保健衛生と医療の再
構築が必要です。門川市長は保健所を１カ所に集約し
たことを反省せず、本会議で「元に戻す考えはない」
と強弁。京都府保険医協会等が求める「発熱外来」は
「11年前の新型インフルエンザ対策の教訓で感染リス
クが高まった」などと否定しますが、その根拠は国の
会議に示された意見の一文に過ぎません。現場の声を
真摯に受け止め市民のいのちを守る責任を果たすべき
です。

　妊婦さんのPCR検査は出産前に実施、上限２万円
が還付申請に。学童保育も自粛による利用料の返金が
実現。雇用契約がない就労継続支援Ｂ型事業所への工
賃支援が実現。国保にもコロナに関して傷病手当金が
支給されることに。あきらめてはいけない。市民の声
と運動がいかに大切か。そして、その声を議会に届け、
論戦で結びつけていくことの重要性をひしひしと感じ
る５月市会でした。コロナ禍にあり、支援はまだまだ
不十分。さらに役割が発揮できるよう頑張ります。

　学校が再開し、長男もようやく本格的なピカピカの
１年生。先生や友達と一緒に「アサガオ」に水をやっ
たことを話してくれたり、教科書を自分から開いてた
どたどしく音読してみたり。学校というものが子ども
の学びや成長にとってどれほど大切なのか、日々実感
しています。そんな学校再開への国の支援策はあまり
にもお粗末。トランプ大統領の一声で戦闘機を百数十
機購入するのに、先生の増員は10校に１人。今、政
治を変える時。子どもも大人も大事にする社会を！

コロナ禍の困難に寄り添い、市民の声と
議会での論戦が願いを実現する力

戦闘機よりも
先生を増やす政治を

保健所を各区に戻し
感染症対策の抜本強化を！

「京都市パートナーシップ宣誓
制度」がやっと実現します
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

森田 ゆみ子 南 区 ほり 信子 右京区

　今回、担当する文化環境委員会で審議した議案は、
廃棄物の減量に対する条例の改正で、レジ袋を有料に
することを義務化することです。食料品のお店は今
でも協力されていますが、これからは全ての物品小売
業者対象です。プラごみによる海洋汚染は世界中の環
境問題です。発生抑制としては大切な取り組みですが、
分厚いビニールや、バイオマスなどの特定レジ袋なら
無料配布OKという不十分な規制です。地球の環境保
護のためにも根本的な対策が必要です。

　第２弾、第３弾の新型コロナ対策の補正予算が計上
されました。「妊婦へのPCR検査補助」「障がい者就
労支援施設への工賃の補助」「中小企業等緊急支援補
助金や文化芸術活動家への補助が積み増しされたこ
と」等は評価できますが、これまで必死に耐えてきた
中小企業の皆さんを救うことにはなっていません。ま
た国民一人当たり10万円では足りません。７月にも
新たな補正が予定されています。くらし丸ごと応援の
補正になるよう求めていきます。

　５月市会が終わりました。コロナの感染拡大とそれ
に伴う自粛の影響を受けて、中小企業、小規模事業者
の実態は深刻です。５月市会では、４月の市会で「中
小企業等緊急支援補助金」が創設され、一部でありま
すが遡及措置的な部分がとられました。当初予算の５
倍の額が積み増され、補助額満額までが確保されてい
ます。しかし、京都市の現状では、多くの事業者が未
だ、窮地に立たされていることは明白です。引き続き
根本的な支援へがんばります。

　事業収入が落ち込んだ方に対する国の補助金である
「持続化給付金」が、給与所得、つまり労働者として
確定申告している方も、事業主の実態があれば給付対
象にすると、制度の拡充がされました。大工さんなど
が、「一日なんぼ」で働いていると、一見、労働者で
すが、請求書と領収書を発行しているなど、事業主と
しての側面を持っている場合があります。
　こうした制度改善は、この間の運動と国会論戦の成
果です。市民の声が政治を動かしています。

中小企業、小規模事業者
の支援を更に強めるべき

給与所得の方でも
持続化給付金の対象に

市民のくらし丸ごと応援
の市政に

プラスチックごみで
海洋汚染が深刻です

山本 陽子 山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史 伏見区

　緊急事態宣言下で、コロナ対応をめぐって緊張感の
ある議会でした。大企業頼りの「デリバリー支援」や、
GoToキャンペーンのような「京都の魅力再発見」事
業には落胆しましたが、追加予算で、わが会派が求め
ていた区役所ごとの相談体制を、巡回で実施するとし
ました。議会のない土日に地域の実状を集め、議会の
論戦で実態を告発し、必要な施策を求める、そして、
それが形になる…手ごたえのある議会でした。

　「５月初めに持続化給付金を申請したが、まだ届か
ない」「特別定額給付金はいつになったら貰えるん
や！」「遅すぎる！」。何もかも、後手後手になってい
る原因は、「持続化給付金」は政府が責任を持たずに
幽霊会社に丸投げで、マニュアル対応。「特別定額給
付金」は、マイナンバーを普及する手段にしようと混
乱を引き起こす。
　「民間にできることは民間に」「自治体リストラ」で
公的責任を投げ捨ててきたひずみ。
　コロナ後の新しい社会を！

　今議会では国の「GoToキャンペーン」を先取りす
るような「市民による京都の魅力再発見」事業（補正
予算２億円）が提案されました。「市民が市内の宿泊
施設を利用すれば格安の宿泊料金プランに」「抽選で
伝統産業品もプレゼント」というもので、「今やるべ
きことではない」など怒りの声多数。委員会質疑では
「多くの市民・事業者が生きるか死ぬかの瀬戸際とい
う時に『魅力再発見』などと言ってる場合か」と厳し
く批判し、議員団として予算執行停止を求めました。

コロナ後の
新しい社会を！

中小業者への
支援の充実求める

京都市版「GoToキャンペーン」に２億円
市民の生活支援こそ最優先で

【申し入れ】 　 新型コロナウイルス感染症に関する
第５次申し入れ（2020/06/22）

【申し入れ】 　 学校の再開にあたって緊急申し入れ
（2020/06/05）

【声　　明】 　５月市会を終えて（2020/06/04）
【申し入れ】 　 京都こども文化会館閉館方針の撤回、

および存続を求める申し入れ
（2020/05/22）

【申し入れ】 　 新型コロナウイルス感染症に関する
第４次申し入れ（2020/05/18）

【声　　明】 　 ４月市会を終えて（新型コロナ対策
補正予算等）（2020/4/28）

【申し入れ】 　 新型コロナウイルス感染症に関する
第３次申し入れ（2020/04/07） 

新着情報New 全文は、市議団ホームページを
ご覧ください。（� ）
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井坂 博文
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玉本なるみ
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くらた共子
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河合ようこ
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森田ゆみ子
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赤阪　 仁 
☎︵₆₃₁︶₇₅₀₅

西野さち子
☎︵₅₇₁︶₅₇₃₁

やまね智史 
☎︵₆₂₂︶₂₀₀₉
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19行動（5月19日）

新型コロナウイルス感染症に関する第4次申し入れ（5月18日）
※6月22日には、第5次申し入れを行いました


